
児童養護施設のほとんどの子ども達に「親がいる」ことを皆さんはご存知でしょうか。 

その昔は孤児が中心でしたが今は違います。近年は、親の犯罪収監 

や児童虐待、育児放棄などの「被害」に遭って入所するケースが急増 

しているのです。ここに着眼した郷間は、知人たちに呼びかけ本年 3 

月 3 日に「短足おじさんの会」を設立して支援活動を開始しました。 

その一方で、郷間が所属する宇都宮いちょうライオンズクラブでは、 

困窮家庭の子ども支援に取り組むべく、２７年度から「ひとり親家庭 

向け学習塾」を開設することになりました。 

郷間はこれらの経験や実績をもとに、３期目の政治目標として「子 

ども支援策の充実強化」を掲げることを決めました。 

平石地区市民センターの東側の水路は左下の写真のように草木が生い茂

り、流れが悪くなっていました。「議員さん、どうにかなりませんか？」…

昨年の 11 月にそんな相談を受けた郷間は、さっそく市の河川課に足を運び

改善を求めました。 

しかし、その時の河川課の回答は「予算がなくて今年度は無理」でした。

そこで郷間は、自前の草刈機、スコップ、チェーンソーを担いでこの川に通

い、1 週間かけて除草と掘りざらいを行い、きれいな川に蘇らせました。 

この写真を持って再び河川課を訪ねた郷間は「この後は、しっかり頼み

ますよ！」と一言。今後は市の予算で下流部から改修工事が実施される運び

となりました。 

 

討 議 資 料 
 

 
 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンボール製のハウスキットを

使って1,000棟の家や店が並ぶ宇

都宮の未来都市を作ろうという夢

の企画が2013年8 月に実現しま

した。郷間は、この「夢の街プロジ

ェクト」の実行委員長として約半年

間、会場の準備や関係諸官庁との調

整に東奔西走し、当日は JR 宇都宮

駅東口広場に約800人のご家族が

集まる一大イベントになりました。 

郷間は市民の夢を叶えるイベン

トプランナーとしても高い評価を

得ています。 

 



ＬＲＴ（次世代型路面電車）の導入計画には「民意」が不可欠！ 

 「市民の同意を得ずに、政治主導、行政主導で、市長や役所が勝手にＬＲＴ整備を進めるやり方はダメ！」…これ

が郷間の主張です。市の将来を決める重要政策の選択権は市民にあります。にもかかわらず、宇都宮市は反対意見を

恐れ、未だに賛否アンケートすら行っていません。だから、郷間は「住民投票」にこだわりました。 

民意なき都市計画は必ず禍根を残します。政治家や行政は、事業に失敗しても責任をとることがありません。 

ＬＲＴ事業は、多くの市民が納得した上で、進む、立ち止まる、方向転換する、戻る（やめる）の判断がされるべ

きです。郷間は、このような「市民主導型のまちづくり手法」をアメリカのノースキャロライナ大学で学んできまし

た。市民を置き去りにしたまま「見切り発車」をしようとしているＬＲＴ事業に、郷間は大きな危機感を抱いていま

す。 

 

ひとり親家庭向けの無料学習塾開設！ 

－宇都宮いちょうライオンズクラブ－ 

 

独身中年世代対象の婚活支援！ 

－「ミドル恋コンパーティー」を過去５回開催－ 

次は 27 年 7 月開催予定 

 

資料で見る「郷間やすひさ」の活動あれこれ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


